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　2016年4月16日に熊本地震(MW7.0)が発生し，益城町と西原村で震度7が観測された．この地震は日奈久-布

田川断層の活動により生じた地震と考えられ，広範囲で甚大な被害が確認されている．本検討の対象地域であ

る南阿蘇村黒川地区は，学生寮を含めた多くの建物倒壊や車の転倒等の甚大な被害が確認されている．また同

地域は阿蘇カルデラ内で位置しているが，地表地震断層の出現も確認されている．本検討では黒川地区と同地

区内で確認された地表断層近傍の地盤震動特性の把握および地盤構造の推定を目的として，常時微動による単

点観測とアレイ観測を実施した．現地での観測日時は2017年10月13日で，単点観測は地域全体を50m程度の

間隔で計44点，アレイ観測は0.6-10mの複数のアレイ半径で計4点を実施した．解析として，単点観測は3成

分(NS，EW，UD)の記録から水平方向および上下方向のフーリエスペクトルの比から算出されるH/Vスペクト

ルからピーク周期分布を抽出し，黒川地区内のピーク周期の空間分布を調べた．アレイ観測記録はSPAC法ま

たはCCA法を適用し，位相速度の分散曲線を得た．得られた位相速度分散曲線を基に地盤構造の推定を

行った．本発表では，これらの結果および考察を報告する．
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